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農薬 の散布法 に関す る研 究

第 2報 畦 畔 ダ ス タ ーの吐 粉 性 能

義・ 鷲 足 文

吾・ 岩 渕 竜

(宮城県農詢

第 1表  供 試 機 械 の 主 要 諸 元

するための集積装置を試作し,回転数およびシ

ャッター開度を常用で運転し,粉体 6た9を散布

して回収した粉量を,各吐粉口別に粋量した。

3試 験 結 果

1 307・・用散粉ホースの吐粉ホースの吐粉性能

試験結果は第 1図 ,第 4表のとおりであっれ。

共立式,有光式両機種の散粉ホースも機体より遠ざか

るにしたがい,吐粉量の増加が認められ,特に共立式で

は23π～28π間に多く,有光式は24π附近まで20,から

55夕前後に直線的に増加する傾向にあり,それ以遠は急

激な吐粉量増が見られた。

各吐粉日の変異は全体に大きく,共立式のA粉体では

機体近くの Oπ ～10π 間に変動が大きかった。

回収率は両機種の散粉ホースともB粉体が多く,78%

前後となった。

2 40π 用散粉ホースの吐粉性能

試験結果は第 2図.第 5表のとおりであった。

共立式は32π～38Z間に,A粉体,B粉体とも平均吐粉

量の 3倍前後の吐粉量の山が認められるが,機体より23

π附近までは均等に近い吐粉状態であった。有光式は24
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水日の防除作業に,ビニールホース畦畔ダスターの利

用が増大しつつあるが,散布量の均等性に欠け,防除効

果の低下と薬害を誘発する場合も考えられる。筆者等は

さきに20π到達用の畦畔ダスター4機種 (共立式,有

光式,丸中式,丸山式)について各吐粉口別の吐粉量を

調査し,あわせて圃場散布試験で薬剤散布量および発病

率調査を行なって,その結果を第 1報に報告した。

今回,さ らに,共立式および有光式について302,

40π .50π 用散粉ホースを供試し,性質の異なる2種類

の粉体を供試して,吐粉性能について調査検討したので

,その結果を報告する。

2試 験 方 法

1 供試機械 :共立式畦畔ダスター  WBD-2
有光式グランドダスター PD-42

2 供試粉体物理性を第 3表に示す。
3 試験場所 :宮城県立農業試験場
4 試験期間 :昭和42年 7月 13日 ～22日
5_調査方法 :各吐粉日から吐出された粉剤を回収
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第 2表 供試散粉ホースの諸元

項 目

ホ ー ス
吐粉口径 ビッチ

ホース

折 巾
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30π
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25 C″
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π

140
140

有 光
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”
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注 1 メッシェはA・ B粉体いずれも300メ ッシュ。
2 物理性の測定は製造時から約24時間後に行な
っ た 。

“

)共  立  式

第4表 30π 用散紛ホースにおける吐粉量の変動

《)共 立 式

ll・l有 光 式

論 吐 粉 量 (60′ )

3 50π 用散粉ホースの吐粉性能

試験結果は第 3図,第 6表のとおりであった。
両散粉ボースとも30π ～45π間に多少の乱れは認めら

れたが全体に均等な吐粉状態で,粉体間の平均吐粉量も
ほぼ同程度であり,特に有光式における粉体は全体に平
均吐粉量に近く,良好な吐粉状態であった。

理

吐

粉

量

式光有0

吐

粉

量

第 1図 30π 用散粉ホースにおける吐粉量分布

π附近まで次第に吐粉量を増しているが大きな乱れはな

かった。

各吐粉日の変異は30π～40π間に共立式はB粉体が60
%,有光式のA粉体が46%と ともに大きい値となった。
回収率は両散粉ホースともA粉体が70%強でB粉体よ

り多くなった。

理 論 吐 粉 量 (50′ )

薔覇 ――ヽ埋離0～ 10π 10～20π 20-30π 回収率

A

粉

体

蓮協長辞資
24 3
48 6

30 4
60 8

50 5
1010

718

最大値(′ )
理 論 対 比

84 3
168 6

46 4
92 8

74 9
149 8

量4'轟ξ2 16833 6 15030 0 92184
CV 46 5 26 8 318

Ｂ
　

粉
　

体

蓮鼎%鍵 23 0
92 0

30 5
61 0

57 3
1186

77 2

最力直(′ )
理 論 対 比

315
63 0

48 7
97 4

107 2
2144

量予%健 14829 6 16533 0
CV 23 7 36 4 411

第 3表 供試粉体の物理性
粉体

富日
色 仮比重 吐粉性 分散性 粒 度

A粉体
B粉体

淡紅色

灰白色

0 592

0 532

79 0

64 0

74 0

26 0

99 0

99 0

距 離
百 目

0～ 10π 10～20π 20-30π 回収率

A

粉

体

平均値(′ )
理 論対 比

178
29 7

63 7
106 2

64.0

最大値(夕 )
理 論 対 比

24 9
415

ぉ
８０

量4瘍%盤 12120 2
CV 24 9 26 9 38 4

Ｂ
　

粉
　
体

平均値(′ )
理 論対 比

25 1
418

36 4
60 7

76 7
127 8

78 5ｍ卸
最
理

30 7
512
494
82 3

106 0
176 7

最小値(′ )
理 論対 比

194
32 3

29 8
49 7

17 8
29 7

CV 155 193 39 6
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共  立  式
吐粉口径鵬

4考   察

30π用散粉ホースは両種機とも24π 以遠で吐粉量が急

激に多くなり,全体に吐粉量の変異が大きくなった。40

η用散粉ホースにおいても30π用散粉ホースと同様の傾

第5表 40π用散粉ホースにおける吐滑量の変動

《)共 立 式

lrl有 光 式

理 論 吐 粉 量 (451′ )

向であったが,それほと大きな舌tれはなかった。50π用

散粉ホースは両機種とも良好な結果が認められた。

また各散粉ホースとも吐粉口径が変る位置で,吐粉量

に変動が認められ,特に口径の差が大きい場合に,大で

あった。これはファンの機構と蛇管の取付け方法による

ものと思われる。

式立共14)

吐

粉

量

0有  光  式

吐
　
粉
　
量

④
　
　
ｇｍ

吐
　
粉
　
量

吐
　
粉
　
量

理 論 吐 粉 量 (441の

距 離
日

0^‐
10π 20π 30ル

,0～40π

A

粉

体

平均値(′ )
理 論 対 比

184
42 0
177
401
281
63 7
581
1317

73 2

最大値(′ )
理 論 対 比

23 0
52 2
22 0
499
410
93 0

98 7
223 8

最小値(′ )
理 論 対 比

155
35 1
136
30 8

51
11 6

CV 137 130 35 2 162

Ｂ
　

粉
　
体

平均値(′ )
理 値 対 比

175
44 2
20 7
46 9

450
102 0

66 0

最大値(′ )
理 値 対 比

22 3
50 6
418
94 8
818
185 5

最小値(′ )
理 論 対 比

147
33 3
188
42 6
151
34 2
01
022

CV 162 60 60 5

___/呈彎 量

第 2図 40π 用散粉ホースにおける吐粉量分布

距 離
ヨ 日

0～
10π π
”
２０ 30π

A

粉

体

平均値(′ )
理 論 対 比

173
38 4
24 6
54 5
455
100 9

70 3

最大値(′ )
理 論対 比

36 8
816
514
1140

57 2
126 8

最引直(′ )
理 論 対 比

126
279
175
38 8
36 0
79 8
93
20 6

CV 24 0 35 9 133 45 9

Ｂ
　

粉
　

体

朝 直(′ )
理 論対 比

20 5
45 5
30 7
68 1
37 6
834

28 3
62 7

65 8量了%佗 36 4
80 7
45 7
1013

量
′
訃訴雀

25 0
55 4
30 0
66 5
78
02

CV 30 4 122 155 33 8

第 3図 50π散粉ホースによる吐粉量の分布
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第 6表  50π 用散粉ホースによる吐粉量の変動
の 共 立 式

理 論 吐 粉 量 (484′ )

0～10π 10-20π 20～30π 30-40π 40～50π 回 収 率

Ａ
　

粉
　

体

の
比

値
対

均
諭

平
理

22 0
45 5

23 3
48 1

34 1
70 5

47 9
99 0

313
64 7

66 6
量 熱 得(2

276
570

30 8
63 6

414
85 5

65 3
134:9

512
105 8

の
比

値
対

小
論

最
理

519
32 9

162
33 5

28 9
57.7

347
71 7

88
182

CV 170 21 2 12 2 189 46 3

Ｂ
　

粉
　

体

の
比

値
対

均
論

平
理

315
65 1

30 2
62 4

35 3
72 9

34 8
71 9

29 0
59_9

64.3
量 素 場

(電 40 2
83 1

43 9
90 7

43 5
90 0

35 2
72 7

の
比

値
対

小
論

最
理

29 9
618

22 3
46 1

２
４９

100
20 7

CV 136 144 216 23 5 39 9

lpl有 光 式

理 論 吐 粉 量 G29′ )

0～107 10～20π 20～30π 30-40π 40～50π 回 収 率

Ａ
　

粉
　

体

の
比

得均
論

平
理

217
50 6

215
50 1

28 6
66 7

33 5
78 1

35 4
82 5

68 7

の
比

値
対

大
論

最
理

26 6
62 0

24 9
58 0

33 5
78 1

39 8
928

48 0
1119

の
比

値
対

小
論

最
理

186
43 4

179
41 7

26 2
611

CV 149 130 H8 126 308

Ｂ
　

粉
　
体

平
理 筆 場(健 254

59 2
25 3
59 0

28 8
67 1

30 1
70 2

27 4
63 9

65 7

最
理 套 得(2 29 2

68 1
31.8
74 1

34 8
811

36 0
83 9

最
理 皐 場(2 21249 4 192

44 8
20 1
46 9

22 5
52 4

16 1
37 5

CV 115 112 133 12 7 164

A粉体 (吐粉性易),B粉体 (吐粉性難)の吐粉状態   と思われた。
の特性については機械・ホース長さに関係なく本機側で   今後畦畔グスターの吐粉性能を向上させるためには,
B粉体がやや多く,中間部で同程度の量となり,後半は  散粉ホースの長さに対する粉剤の物理性とその運転条件
逆にA粉体が多くなる傾向にあり,吐粉性の良いA粉体   との関連,吐粉口径の大きさと配列方法の検討 ととも
は遠地′点に多く散布され,吐粉性の劣るB粉体は多少の  に,圃場における吐粉性能・作物体への付着状態を調査
乱れ まあるがA粉体より均等な吐粉分布がえられるもの  検討する必要がある。


